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熊本市長 大西 一史 様 

熊本市要保護児童対策地域協議会 
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〃  城野  匡 

 

令和３年度「こうのとりのゆりかご」の運用状況に関する短期的検証について 

 

 

熊本市慈恵病院に設置された「こうのとりのゆりかご（以下「ゆりかご」という。）」の運

用状況については、当専門部会において、６ヶ月ごとに検証を行い、別添報告書のとおり報

告してきたが、令和３年（2021年）４月１日から令和４年（2022年）３月３１日までの検証

結果を次のとおり総括する。 

 

１ 「ゆりかご」の運用状況について 

令和３年（2021年）４月１日から令和４年（2022年）３月３１日までに「ゆりかご」

には２件の預け入れがあり、預け入れにあたっての違法性の検討や、許可時の留意事項

の遵守状況について次のとおり検証を行った。 

 

（１） 違法性の検討について 

令和３年（2021年）４月１日から令和４年（2022年）３月３１日までの慈恵病院の「ゆ

りかご」の運用状況に刑法上の「明らかな違法性」は認められない。 

   子どもの権利の侵害や預け入れまでの安全性を含め、今後も個別の運用状況を総合的

に検討する必要がある。 

    

（２） 許可時の留意事項の遵守状況について 

（ア）子どもの安全の確保 

     預け入れられた後の子どもの安全確保については、特に問題の発生は確認されて

いない。 

（イ）相談機能の強化 

  「ゆりかご」を使うことなく事前の相談で支援につなげることができるよう、病

院としての相談業務に取り組まれている。 

（ウ）公的相談機関等との連携 

   「ゆりかご」の運用に関する公的相談機関等との連携については、情報公開のあ

り方も含め、適切に対応されている。 
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２ 専門部会で述べられた主な意見 

  

・出自を知る権利の関係で、ゆりかごに預け入れられた子どもが、自らの出自を知ることが

できなくなったのはゆりかごのせいであるとして将来的に訴訟を提起する可能性は否定

できないため、子どもの出自を知る権利の保全に慈恵病院がどのように関与していくのか

について議論しておかなければならない。 

 

・預け入れられた子どもが、その後どのように養育され、生活をしているのかが気になった。 

 

・ゆりかごで救われる命がある一方で、ゆりかごがなくても命が救われるような体制を作っ

ていくことが望ましい。 

 

・ゆりかごに子どもを預け入れた家庭に対し、養育支援のみならず生活支援を誰がどのよう

に行うかについてもしっかり考えていくことが重要である。 

 

 

 ３ 預け入れ状況の公表 

   ゆりかごの預け入れ状況については、子どもの人権とプライバシーを守るため個人の

識別につながる恐れがないことを基本として、社会的検証につなげていく観点から、公

表項目について検討を行い、別紙のとおり当部会としての結論を得た。 
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別紙

項     目

1 件数

2

3

4 性別

6 体重（新生児のみ）　※2

7 健康状態　※3

8 身体的虐待の疑い

9 病院からの手紙の持ち帰り

10

11

12
熊本市が戸籍を作成した件数
※4

13

14

15 父母等の居住地　※6

16 父母等引取り

17 母親の年齢

18 預け入れに来た者

19 出産の場所

20 母親の婚姻状況

22 家庭の状況

23 きょうだいの状況

１　公表の期間 年度毎の１年間とする。

２　公表項目 下記の２５項目とする。

区       分

件数

発見日時
７区分：月曜～日曜

４区分：0～6、6～12、12～18、18～24時

２区分：男女

5 年齢　※1
３区分：新生児、乳児、幼児

うち早期新生児（生後7日未満）

３区分：1,500g未満、2,500g未満、2,500g以上

２区分：良好、要医療

有無

有の件数

子どもと一緒に置かれて
いたもの（着衣以外）

有の件数

父母等からの手紙　有の件数

有の件数

父母等からの事後接触※5
有の件数

時期　４区分：当日、１週間未満、１ヶ月未満、１ヶ月以上

１１区分

有の件数

５区分：１０代、２０代、３０代、４０代、不明

５区分：母親、父親、祖父母、その他、不明

5区分：医療機関、医療機関（推測）、自宅、車中、不明

5区分：既婚（婚姻中）、離婚、死別、未婚、不明

21
ゆりかごまでの主たる
移動（交通）手段

5区分：車（自家用車）、航空機、新幹線等鉄道、
その他（上記以外）、不明

3区分：ひとり親家庭、婚姻世帯、その他

4区分：あり、うち3人以上、なし、不明

24 子どもの実父
6区分：母親と婚姻中（夫）、母親と内縁関係、その他（恋人等）、その他
（詳細不明）、実父に別に妻子あり、不明

25

ゆりかごに預け入れした理由
（複数回答）
（預け入れに来た者からの聞き
取りなどを基に分類）
※７

10区分：生活困窮、親（祖父母）等の反対、未婚、不倫、世間体・戸籍、
パートナーの問題、養育拒否、育児不安・負担感、その他、不明
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※１　年齢（子どもに添えられていた手紙や医学的判断から推定）

　　　・新生児　→　生後１ヶ月未満

　　　・乳児　　→　生後１ヶ月～生後１年未満

　　　・幼児　　→   生後１年～就学前

※２　体重（新生児のみ）

　　　1,500ｇ未満（極低出生体重児）、1,500ｇ～2,500g未満（低出生体重児）、2,500ｇ以上

※3　健康状態

　　　・良好　　→　医師による健康チェックの結果、異常なし。

　　　・要医療　→　医師による健康チェックの結果、精密検査等なんらかの医療行為を要する場合。　

※４　熊本市が戸籍を作成した件数

　　　棄児として戸籍法第５７条に基づき熊本市が戸籍を作成したもの。

※５　父母等からの事後接触

　　　親の判明には至らなくても、直接に、あるいは手紙、電子メール、電話、その他の方法により、

　　　父母等と接触できたもの。

　　　熊本県内、九州地方（熊本県以外）、四国地方、中国地方、近畿地方、中部地方、関東地方、

　　　東北地方、北海道地方、国外、不明

※７　 ゆりかごに預け入れした理由（複数回答）

　　　複数の項目に該当する場合、それぞれの項目に計上

※６　父母等の居住地
　　　父母等との事後接触や児童相談所の社会調査等により確認できたもの
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２ 預け入れ状況について 
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（単位；件）

項目 備考

日 １

月 ０

火 ０

水 ０

木 １

金 ０

土 ０

0～6時 ０

6～12時 ０

12～18時 １

18～24時 １

男 １

女 １

新生児（生後１ヶ月未満） ２

（うち早期新生児（生後7日未満）） ０

乳児（生後１ヶ月～生後１年未満） ０

幼児（生後１年～就学前） ０

1,500g未満（極低出生体重児） ０

2,500g未満（低出生体重児） ０

2,500g以上 ２

良好 ２

要医療 ０

9 ２

10 ２

11 １

12 ０

13 １

当日 ０

2日目～1週間未満 ０

1週間以上～１月未満 ０

１月以上 １

県内 ０

九州（熊本県以外） １

四国 ０

中国 ０

近畿 ０

中部 ０

関東 １

東北 ０

北海道 ０

国外 ０

０

16 ０

不明

父母等引取り 有の件数

14 接触時期

※３父母からの事後接触
親の判明には至らなくても、直
接に、あるいは手紙、電子メー
ル、電話、その他の方法によ
り、父母等と接触できたもの。

15 父母等の居住地　※４

※４　父母等の居住地
父母等との事後接触や児童
相談所の社会調査等により確
認できたもの。

うち父母等からの手紙　有の件数

熊本市が戸籍を作成した件数　※２ 有の件数

父母等からの事後
接触　※３

有の件数

０

病院からの手紙の持ち帰り 有の件数

子どもと一緒に置かれていたもの
（着衣以外）

有の件数 ※２熊本市が戸籍を作成した
件数
棄児として戸籍法第５７条に基
づき熊本市が戸籍を作成した
もの。

7 健康状態　※１
※１健康状態
・良好⇒医師による健康チェッ
クの結果、異常なし。
・要医療⇒医師による健康
チェックの結果、精密検査等
何らかの医療行為を要する場
合。

8 身体的虐待の疑い 有の件数

4 性別

5 年齢

6 体重（新生児のみ）

3 時間帯

2

発見日時

曜日

1 件数 件数 ２

○令和３年度　公表項目及び件数

区分 件数
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（単位；件）

項目 備考

１０代 ０

２０代 １

３０代 １

４０代 ０

不明 ０

母親 ２

父親 ０

祖父母 ０

その他 ２

不明 ０

医療機関 ０

医療機関（推測） ０

自宅 ２

車中 ０

不明 ０

既婚（婚姻中） ０

離婚 １

死別 ０

未婚 １

不明 ０

車（自家用車） １

航空機 ０

新幹線等鉄道 １

その他（上記以外） ０

不明 ０

ひとり親家庭 ２

婚姻世帯 ０

その他 ０

なし １

あり １

（うち3人以上） １

不　　明　　 ０

母親と婚姻中（夫） ０

母親と内縁関係 ０

その他（恋人等） １

その他（詳細不明） ０

実父に別の妻子あり １

不明 ０

生活困窮 １

親（祖父母）等の反対 １

未婚 ０

不倫 ０

世間体・戸籍 ０

パートナーの問題 １

養育拒否 ０

育児不安・負担感 ２

その他 １

不明 ０

25

ゆりかごに預け入れした理由
（複数回答）
（預け入れに来た者からの聞き取
りなどを基に分類）　※５

※５　ゆりかごに預け入れした
　　　理由
複数の項目に該当する場合、
それぞれの項目に計上。

24 子どもの実父

23 きょうだいの状況

22 家庭の状況

21
ゆりかごまでの主たる移動（交通）
手段

20 母親の婚姻状況

19 出産の場所

17 母親の年齢

18 預け入れに来た者（複数回答）

区分 件数
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公表（開示）のあり方について 

 
 

１ 公表(開示)に当たっての基本的考え方 

 ゆりかごの利用状況に関しては、多くの人々による社会的検証の必要があることから、

可能な限り公表（開示）することが望ましい。 

 

 

２ 公表(開示)の対象としないもの 

熊本市情報公開条例により開示してはならないとされているもの。 

(1)  熊本市情報公開条例７条第 2号に規定する、特定の個人が識別されうる情報等 

(児童福祉法の理念に基づき、また子どもの人権とプライバシーを守るため、「特定の

個人が識別されうる情報」の範囲の検討は十分慎重に行う。) 

 

(2) 熊本市情報公開条例７条３号のイに規定する、法人に関する情報であって、市長か

らの要請を受けて公にしないとの約束の下に任意に提供された情報で、その公にしな

い理由が合理的であると認められるもの。 

 

(3) 熊本市情報公開条例７条７号に規定する、国等との間における協議等に基づいて市

長が取得した情報であって、開示することにより国等との協力関係又は信頼関係が著

しく損なわれると認められるもの。 

 

 

 

３ 公表(開示)の対象期間 

 専門部会に報告され審議・確認が行われた令和３年度（2021年度）の事例件数を公表

（開示）の対象とする。 

なお、件数の整理上、基準日については、令和４年（2022年）３月３１日とする。 
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（参考）  

 

熊本市情報公開条例（抄）  

 

（不開示情報）  

第７条   次に掲げる情報は、開示してはならない。  

 

（２）  個人に関する情報 (事業を営む個人の当該事業に関する情報を除く。 )であ

って、特定の個人が識別され、又は他の情報と照合することにより識別され

得るもの。ただし、次に掲げる情報を除く。  

ア  法令等の規定により、何人も閲覧することができる情報  

イ  実施機関が作成し、又は取得した情報で、公表することを目的としている

もの  

ウ  氏名その他特定の個人が識別され得る情報の部分を除くことにより、開示

しても、この号の規定により保護される個人の利益が害されるおそれがない

と認められることとなる情報  

エ  略  

オ  人の生命、身体、健康、財産又は生活を保護するため、開示することがよ

り必要であると認められる情報  

 

（３） 法人その他の団体 (国、独立行政法人等及び地方公共団体を除く。以下「法

人等」という。)に関する情報又は事業を営む個人の当該事業に関する情報で

あって、次に掲げるもの。ただし、当該法人等又は当該個人の事業活動によ

って生ずる人の生命、身体若しくは健康への危害又は財産若しくは生活への

侵害から保護するため、開示することがより必要であると認められるものを

除く。  

ア  略  

イ  実施機関からの要請を受けて、公にしないとの約束の下に、任意に提供さ

れたもので、法人等又は個人における常例として公にしないこととされてい

るものその他の当該約束の締結が状況に照らして合理的であると認められ

るもの  

 

（７）  国、他の地方公共団体又は公共的団体 (以下「国等」という。 )との間にお

ける協議、依頼、委任等に基づいて実施機関が作成し、又は取得した情報で

あって、開示することにより国等との協力関係又は信頼関係が著しく損なわ

れると認められるもの  
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３ 妊娠に関する悩み相談の状況 
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○ 熊本県、熊本市、慈恵病院における相談体制　  　　　　　　　　    　            令和4年4月現在　　

相談名 妊娠とこころの相談

相談時間 ９時～20時　電話：096-381-4340　（日曜・祝日・年末年始を除く）

相談場所 熊本県女性相談センタ－内

対応者 嘱託職員（8名）：助産師・保健師・看護師の資格者　

概　要 ＜電話相談＞　昼間：９時～１６時、夜間：１６時～２０時を交代で対応

相談名 妊娠に関する悩み相談

相談時間 8時30分～17時15分（土曜・日曜・祝日・年末年始を除く）

相談場所 各区保健子ども課地域健康班、各区福祉課福祉相談班、

対応者 職員、嘱託職員（専門相談員）

概　要 電話・来所相談

相談名 にんしんSOS熊本（思いがけない妊娠・出産に関する悩み相談）

相談時間 24時間・年中無休　電話：080-9068-7528

相談場所 熊本乳児院

対応者
熊本乳児院職員（助産師、保育士、社会福祉士等）

概　要 電話・メール・来所相談

相談名 ＳＯＳ赤ちゃんとお母さんの相談窓口

相談時間 24時間　フリ－ダイヤル　0120-783-449

相談場所 慈恵病院（電話相談は音声転送装置により専用携帯電話に転送。）

対応者

新生児相談室室長、助産師（１名）、社会福祉士（１名）、保健師（１名）、
養護教諭（１名）、看護師（１名）、栄養士（2名）、保育士（１名）、
産業カウンセラー（１名）、特別支援教員（１名）、相談員（１名）　計12名

概　要

＜電話相談＞
・24時間　交代制　　１２名で対応
・週1回　カンファレンス　対応者+産婦人科医
・カンファレンス時に翌月の担当日を決定
＜来院相談＞
・新生児相談室で対応

熊
本
県

熊

本

市

慈

恵

病

院
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